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はじめに －安定結婚問題とはー

この8人の男
女が納得でき
るように、4組
のカップルを
作りたい。

人にはそれぞれ好みがある
好き 嫌い 好き 嫌い

不安定ペア
好き 嫌い 好き 嫌い

と は現在

の相手よりもお互いを良く
思っている。このようなペ
アを不安定ペアという。



2

安定結婚問題
好き 嫌い 好き 嫌い

安定結婚問題とは、不
安定ペアが存在しない
ように、n人の男性とn人
の女性からn組のカップ
ルを作る問題。

ゲイル-シャプレイのアルゴリズム

1. 相手が決まっていない男性を適当に選ぶ．
2. その男性がまだ交際を申し込んでいない女性のう
ちで最も好きな女性にプロポーズする．

3. プロポーズを受けた女性は、もしそれが彼女の受
け取った最初のプロポーズならば、その男性を
キープする。既にキープしている男性がいる場合
には、キープ君とプロポーズしてきた男性のどちら
か好きな方をキープする．

4. 全ての男性の相手が決まったら終了。そうでなけ
れば、１に戻る．

ゲイル-シャプレイのアルゴリズム
好き 嫌い 好き 嫌い

アルゴリズムの正当性

ゲイル-シャプレイのアルゴリズムによって得
られる男女の組み合わせは安定である。つま
り、この組み合わせには、不安定ペアは存在
しない。
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ゲイル-シャプレイのアルゴリズム
（女性志向バージョン）

1. 相手が決まっていない女性を適当に選ぶ．
2. その女性がまだ交際を申し込んでいない男性のう
ちで最も好きな男性にプロポーズする．

3. プロポーズを受けた男性は、もしそれが彼の受け
取った最初のプロポーズならば、その女性をキー
プする。既にキープしている女性がいる場合には、
キープさんとプロポーズしてきた女性のどちらか
好きな方をキープする．

4. 全ての女性の相手が決まったら終了。そうでなけ
れば、１に戻る．

女性志向バージョン
好き 嫌い 好き 嫌い

アルゴリズムによって得られる組み合
わせの性質

•すべての男性は、組み合わせ１で得られる
相手の方を、組み合わせ２で得られる相手よ
りも好む。
•すべての女性は、組み合わせ２で得られる
相手の方を、組み合わせ１で得られる相手よ
りも好む。
•つまり、男性志向アルゴリズムは男性にとっ
て有利で、女性志向アルゴリズムは女性に
とって有利な結果をもたらす。

大学入学問題

定員２

定員１

定員２

この5人の生徒
と３つの大学が
納得できるよう
に、5人の生徒
を３つの大学に
入学させたい。
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人にはそれぞれ好みがある
大学にはそれぞれ好みと定員がある

行きたい 行きたくない 欲しい いらない

定員２

定員１

定員２

不安定ペア
行きたい 行きたくない 欲しい いらない

定員２

定員１

定員２

と は現在の
配属に不満があるだろう。
このようなペアを不安定

ペアと呼ぶ。

大学入学問題
行きたい 行きたくない 欲しい いらない

定員２

定員１

定員２

大学入学問題とは、不
安定ペアが存在しない
ように、全ての生徒を大
学に入学させる問題。

ゲイル-シャプレイのアルゴリズム

1. 行き先の決まっていない生徒を適当に選ぶ．
2. その生徒がまだ応募していない大学のうちで最も
行きたい大学に応募する．

3. 応募を受けた大学は、その学生を受け入れても定
員以内であれば、その男性をキープする。既に定
員いっぱいの場合には、キープしてある生徒の中
で最も好ましくない生徒と応募してきた男性のどち
らか好きな方をキープする．

4. 全ての生徒の行き先が決まったら終了。そうでな
ければ、１に戻る．
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アルゴリズムの正当性

ゲイル-シャプレイのアルゴリズムによって得
られる生徒の大学への配属は安定である。つ
まり、この配属の仕方には、不安定ペアは存
在しない。

おわりに

• 安定結婚問題と大学入学問題を解くアルゴリ
ズムについて解説した。

• 今日話をした問題を一般化した多くの問題が
ある。（安定ルームメート問題、多対多の安定
結婚問題など）

• ふざけた研究かと思われるかもしれないが、
主に計算機科学（情報科学）における重要な
テーマとして多くの研究成果がある。
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